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〈従来品〉
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一枚板をプレス成形した

ドライププレートを開発

森夫会社平安製作所
3層構造の吸音型

積層ギアを開発中
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惧眈鸞凩はF眈魏陪條饒躊鼈綺鶉飩鰺緩骰ζ鯰餞

1939(昭和 14)年に京都市内で創業して以来、弊社は主に自動車

に関わる部品や産業機械を製造してきました。戦後、日本が高度経済

成長を遂げる中、自動車の需要増大に伴い事業を広げ、自動車の工

ンジン部品やトランスミッション部品、車体音Б品など製品ラインアップ

を増やしてきました。1962(昭和37)年には、生産規模を拡充するた

め京都市の工場に加えて滋賀県高島市にも工場を設置し、2003(平

成 15)年に本社と全生産機能をこの地に集約しました。

弊社の特長は、製品開発から金型設計・製作、プレスや溶接などの

加工、組み立て、塗装、最終的な製品の品質評価まで、一貫して生産

できる体制を整えているところにあります。これを強みに、早くから

VA(価値分析)に基づいた新技術。新工法の開発に力を注いできま

した。自動車メーカーから提示された設計図をもとに、弊社独自のア

イデアを加え、新技術・新工法を用いて低コスト化、高品質化を図れ

るのも、さまざまな生産設備を備えているからこそで、今では自社開

発部品は、受注全体の約60%におよびま丸

骰枡版置は蝙鼈綺鰺鯰スト瘍量颯骰伝翁仄浣

近年、自動車メーカーの多くが海外の新興国に生産拠点を移 し、

海外からの部品調達を増やす中、国内の自動車部品市場は、縮小す

るばかりです。加えて安価な樹脂製品の普及によって、板金プレス加

工の二―ズも減っていま魂 そうした厳 しい状況の下、弊社は新技術・
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新工法によってコストを大幅に削減し、国内生産を買きながら海外

の競合他社に対抗しようとしていま魂

その一つとして、プレスによって一枚の鋼板を歯車型に成形すると

いうこれまでにない工法を開発しました。これによって従来は鋼材を

切削加工し、各部品を溶接して造っていたドライブプレートの製造工

程を短縮し、軽量化するとともに、30%以上ものコスト削減を実現し

ました。すでに大手自動車メーカーにも採用されています。さらに新工

法で造った精緻な歯車を3層 に重ねることで、音の吸収性の高い積層

ギアの開発に着手するなど、さまざまな製品に応用しています。

魃めなで,な麒又鰊づくなめ隆鶉≧綽鰺笏鶉辣邊饂≪

弊社の方針は、「日本国内でものづくりを徹底的に追求する」こ

と。金型やプレス技術を持つ弊社にしかできないものづくりでコスト

と品質の両方から競争力を高め、国内の需要を増やすことはもちろ

ん、さらには海外へと販路を広げていくつもりで魂 需要拡大に備え、

加圧力2000ト ンのサーボプレス機を導入するなど、生産体制の強

化も図っています。今回オスカー認定を受けたことで、経営指導や

専門的なアドバイスを得て、事業の発展に弾みをつけられたらと期

待を寄せています。

企業の成長に人材は欠かせません。社員一人ひとりが弊社の一員

であることを自覚し、夢と希望を持って働いてほしいとの気持ちから、

弊社では「全員参加経営」を推進しています。全社員の力を結集して

技術を磨き、だれにも真似できない「平安ブランド」で、これからも世

界との勝負を勝ち抜いていきたいと考えていま丸

京都開発センター 本社・工場


